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火山防災マップの作成目的火山防災マップの作成目的火山防災マップの作成目的
　くじゅう連山は、阿蘇くじゅう国立公園の北半分を占め、由布市・
竹田市・九重町にまたがって位置しています。
　この山は、美しい自然や豊富な湧き水、温泉などの多くの恵みを、
わたしたちに与えてくれています。
　しかし、くじゅう連山は1995(平成7)年に硫黄山で噴火し、噴石
や火山灰などを放出するなど、活火山としての一面もあるのです。

　この「火山防災マップ」は、地域の
みなさんにくじゅう連山の火山活動や、
もしも噴火した場合に硫黄山や大船山で
予想される火山災害などを知って頂く
ために作成したものです。

　なお、近年の硫黄山は比較的静穏な
状態で推移しています。ただし、火口付
近の半径500メートル以内では立ち入り
が禁止されており、火山ガスなどに注意
する必要があります。硫黄山とミヤマキリシマ

噴火現象の説明 数百年以内に起きる可能性のある噴火現象数十年以内に起きやすい噴火現象

1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳

噴火すると、火山灰が火口から放出されます。多
くの火山灰は上空の風に流されて風下側に降り積
もります。

か ざん ばい　 　こうはい

灰が積もると道はぬかるみ車での移動は困難になり
ます。30cm程度積もると木造家屋は倒壊する可能
性があるため除灰が必要になります。また、呼吸器
に悪影響を及ぼすため、ぬれタオルやマスクを用い
て灰を吸い込まないようにしましょう。

災 害 か ら 身 を 守 る に は

1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳

どせきりゅう

土 石 流

噴火によって斜面や谷の上流に火山灰が積もる
と、その後の雨によって土石流が発生しやすく
なります。
土石流が谷を下る速度は時速10～数十kmに達
します。

噴火後は少量の雨でも発生しやすくなります。
噴火後に降雨が予想される場合は避難しましょ
う。

災 害 か ら 身 を 守 る に は

2000年・有珠山2000年・有珠山2000年・有珠山2000年・有珠山2000年・有珠山2000年・有珠山

ふん　　 せき　

噴 　 石

ヘルメットなどで頭部を保護しながら、噴石の到
達予想範囲の外へ避難しましょう。

災 害 か ら 身 を 守 る に は

1986年・伊豆大島1986年・伊豆大島1986年・伊豆大島1986年・伊豆大島

ようがんりゅう

溶 岩 流

マグマが火口からあふれて斜面を
流れ下る現象です。非常に高温の
ため、通り道にある建物は焼き尽
くされ、埋もれてしまいます。

溶岩流は一般に流れる速度が遅く
徒歩で逃げることも可能です。
火山情報をよく聞き適切に避難し
ましょう。

災害から身を守るには

1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳1991年・雲仙普賢岳

かさいりゅう

火 砕 流

数百度という高温の火山灰や溶岩
のかけら、大きな岩、火山ガスな
どがまじりあって斜面を猛スピー
ドで流れ下ってくる現象です。

最大時速100km以上で、すべて
焼かれてしまう非常に恐ろしい現
象です。火砕流が発生する前に避
難しておく必要があります。

災害から身を守るには
マグマに含まれる揮発成分が、噴気口や火口から
吹き出す現象です。硫化水素などの有毒成分が含
まれる場合は動植物に被害が生じることもありま
す。

火口や噴気地帯のまわり、その近くにある沢、
くぼんだ地形に近寄らないようにしましょう。

災 害 か ら 身 を 守 る に は

火 山 ガ ス
かざん

くじゅう山(硫黄山)の火山ガスくじゅう山(硫黄山)の火山ガスくじゅう山(硫黄山)の火山ガス

噴火警戒レベル

火山活動解説資料

噴火警戒レベルは、気象台から発表され、報道機関（テレビ、ラジオ、新聞、インターネット
など）を通じて、住民や観光客の皆さんに伝達されます。

くじゅう山系の火山活動の状況は、気象庁火山監視・情報センターから毎月「火山活動解説資料」
として発表されています。

大分地方気象台では地元の防災機関等に対して、火山監視・情報センター（福岡管区）が発表する火山情報等の伝達・解説や火山防災対策への助言など必要な情報提供が行われています。

最新の火山情報は、気象庁のインターネット・ホームページ（http://www.jma.go.jp）でご覧になれます。

大船山の火口（米窪）大船山の火口（米窪）大船山の火口（米窪）
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数百年以内に

       起きる可能性のある

             大船山             大船山の噴火現象

大船山が噴火した場合

記号と色の意味

想定火口位置(硫黄山)

降灰が
堆積する
厚さ

土石流が流れ下る危険性の大きい沢と

　　　注意範囲

火口や火山周辺の噴気地帯など
で噴出している有毒なガスが溜

噴　石

土石流氾濫範囲

流下区間

「こぶし大」の噴石が飛んで
  くる危険性のある範囲です。
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　破線の扇形は年間に最も
　多い風向を想定した範囲

記号と色の意味

想定火口位置

土石流が流れ下る危険性の大きい沢と
土石流が氾濫堆積する予想範囲です。

土石流氾濫範囲

流下区間

噴　石
「こぶし大」の噴石が飛んで
  くる危険性のある範囲です。
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火砕流本体部

火砕サージ
（火砕流熱風部）

溶岩流流下範囲
（上の図に示しています）
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過去の噴火過去の噴火

この噴火のために、199５年（平成7）年10月16日まで登山が規制され、それ
以降の1996（平成8）年12月25日までは火口から1km以内を立入禁止として
いました。現在も火口付近の半径500ｍ以内は立ち入りが禁止されています。

1995（平成７）年の噴火（噴火警戒レベル２に相当）

過去の噴火活動

　くじゅう連山は約15万年前から活動を開始した活火山で、噴火によって
大量の溶岩流や火山灰、火砕流などの噴出を繰り返してきました。
　最近5000年間では、おおよそ1000年の間隔をおいて大船山の米窪火口
などから噴火を繰り返していて、今から約1700年前に大船山で大規模な
噴火が起きたことがわかっています。

くじゅう連山は過去に何度も噴火を繰り返してきた活火山です。
最近では、1995(平成７)年に硫黄山で小規模な噴火がありました。

上空からみた噴煙

火口から立ちのぼる噴煙
長者原からみた噴煙

ほっしょうざん
近年の噴火では、1995（平成7）年10月

11日に星生山の東山腹（硫黄山）で257年

ぶりに噴火（水蒸気爆発）が起こりました。

火口から約100ｍの範囲に、こぶし大の噴石

が飛び、噴火の初期には火口から出た熱水に

よって土石流が発生し

て谷に沿って数100ｍ

流れ下りました。

1995年撮影

1995年撮影

わたしたちの町からみた くじゅう連山の姿わたしたちの町からみた くじゅう連山の姿わたしたちの町からみた くじゅう連山の姿
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くぼ地には火山ガスが
溜まりやすいので注意
して下さい。

立ち入り禁止区域立ち入り禁止区域
(一部登山道通行可)(一部登山道通行可)
立ち入り禁止区域
(一部登山道通行可)

↑長者原

非常持ち出し品リスト非常持ち出し品リスト非常持ち出し品リスト
□ 着替え  □ 手ぶくろ・軍手
□ ゴーグル(火山灰除け)
□ マ ス ク
□ リュックサック
□ 毛 布・タオル           
□ 常備くすり､救急箱
□ 現 金・小 銭
□ 預金通帳・印鑑  
□ 携帯電話 
□ ラ ジ オ(予備電池)
□ 懐中電灯(予備電池)
□ 非常食

□ ヘルメット(防災ずきん) 
□ か さ・カッパ          
□ 健康保険証  
□ ろうそく・ライター
 

普段から準備しておきましょう・

ゴーグル

マスク

長袖の上着

長ズボン

運動ぐつ

リュックサック

手ぶくろ

ヘルメット

もし避難する場合は・・・もし避難する場合は・・・もし避難する場合は・・・
①左の絵のような格好が避難
　に適しています。

②避難をする前に戸締まり、
　電気、ガスの元栓を確認
　しましょう。

③あわてずに落ち着いて行動
　しましょう。

④お年寄り、赤ちゃん、身体
　の不自由な人、外国人など
　言葉の分からない人、観光
　客などの避難を助けるよう
　にしましょう。

０９７-５３７-２２１３
０９７３-７２-１１５２

大分県土木建築部砂防課（直通）
大分県玖珠土木事務所（企画調査課）

庄内町役場（総務課）０９７-５８２-１１１１　久住町役場（総務課）０９７４-７６-１１１１

直入町役場（総務課）０９７４-７５-２２１１　九重町役場（総務課）０９７３-７６-２１１１

この火山防災マップに関する問い合わせ先■

■災害時の連絡先企　　　画：大分県・由布市・竹田市・九重町
監　　　修：くじゅう山系火山砂防基本計画検討委員会
                              （委員長：鹿児島大学 下川悦郎教授）

調査・製作：（一財）砂防・地すべり技術センター
資 料 提 供：

平成16年3月作成（平成25年3月修正）

伊藤英之、白尾元理、須藤靖明、永松一郎、藤田晴一、
大分地方気象台、環境省、九州航空(株)、ナガサキフォトサービス

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の２万５千分の１地形図を複製したものである。（承認番号 平15九複,第236号）

(順不同・敬称略)
０９７-５３７-２２１３
０９７３-７２-１１５２

大分県土木建築部砂防課（直通）
大分県玖珠土木事務所（企画調査課）

この火山防災マップに関する問い合わせ先■

■災害時の連絡先
由布市役所

竹田市役所直入支所
097-582-1111
0974-75-2211

竹田市役所久住支所

九重町役場
0974-76-1111
0973-76-2111

緊急連絡先緊急連絡先緊急連絡先

大分地方気象台 097-532-2247
気
象
台

竹田市消防署 0974-63-0119

竹田市消防署 0974-63-0119玖珠消防署九重出張所 0973-77-6623
竹田市消防署久住分署 0974-77-2119 大分地域消防署庄内出張所 097-582-0119

玖珠消防署 0973-72-2141

119番　もしくは…

消
防

直入警察官駐在所 0974-75-2131久住警察官駐在所 0974-76-1131

飯田警察官駐在所 0973-79-2697長者原警察官駐在所 0973-79-2352
竹田警察署 0974-63-2131玖珠警察署 0973-72-2131

庄内西警察官駐在所 097-582-0380110番　もしくは…

警
察

竹田市役所総務課 0974-63-1111

竹田市役所久住支所 0974-76-1111
竹田市役所直入支所 0974-75-2211 九重町役場 0973-76-2111

097-582-1111由布市役所
役
場

避難場所一覧表

飯田小学校
飯田中学校
泉水グリーンパーク

0973-79-2253
0973-79-2254
0973-79-3620

九
重
町

竹
田
市

由
布
市

0974-76-0717
0974-76-0019
0974-76-0028
0974-76-0028
0974-76-0049
0974-76-1151
0974-77-2001
0974-77-2003
0974-77-2004
0974-75-2250
0974-75-2240
0974-75-2260
0974-78-1015

0974-75-3111

0974-75-2260
0974-78-1552

0974-75-2243

0974-75-2615

久住公民館 　　
久住小学校体育館　     
白丹公民館            
白丹体育館            
久住中学校体育館       
白丹小学校体育館      
都野公民館             
都野小学校体育館        
都野中学校体育館        
直入小学校体育館        
直入公民館             
直入中学校体育館        

旧下竹田小学校体育館   
道の駅「ながゆ温泉」
(湯の郷ふれあい館）   
直入セミナーハウス   
山村交流センター
竹田市B&G直入海洋
センター体育館   
ドイツ村簡易宿泊施設  

097-585-1421阿蘇野小学校
直山公民館

過去約2,000年間に、硫黄山で数回発生した水蒸気爆発と同程度の規模としました。

今から約2,000年前に大船山の米窪火口で起きた噴火と同程度の規模としました。

硫黄山で対象とする噴火規模

大船山で対象とする噴火規模

前提条件（この火山防災マップで想定している噴火規模）

火山防災Ｑ＆Ａ火山防災Ｑ＆Ａ

次はいつ噴火するの？

噴火に備えるには、どうしたらいいの？

　次にいつ噴火するかは、よくわかっていません。
　ただし、気象庁や京都大学、大分県では、少しでも早い時期に火山
の異常を見つけられるように、連絡を取りながら地震計や監視カメラ
などを使った観測を行っています。何か異常が観測された場合、気象
庁から｢噴火警報・予報｣が発表されますので注意しておいてください。

　①硫黄山が活火山であり、どのような噴火が起きやすいか
　　など火山としての特徴を知っておく。
　②家族で避難場所を確認しあっておく。
　③地震に備えて家具の固定や壁の補強をしておく。
　④普段から非常持ち出し品を準備しておく。

噴火がはじまるとあわてたり、パニックになりやすいので、
まずは落ち着いて正確な情報を知ることが必要です。
避難が必要になったときは、町役場などから指示があります。
デマにまどわされないように正しい情報（気象庁の火山に関する
情報など）を聞いてあわてずに避難の準備をしておきましょう。

もし噴火が始まったら、どうすればいいの？

くじゅう連山はどんな噴火をするの？

噴火の前ぶれはあるの？

　硫黄山は今後も噴火する可能性があります。もし噴火した場合には、水蒸
気爆発が起きて火口から火山灰や噴石が放出されると考えられます。
　そして、火山灰が山の斜面にたまった後に雨が降ると、土石流が発生する
ことも考えられます。
　また、現在でも火山ガスには注意する必要があります。噴気している近く
のくぼんた地形や沢沿いには近寄らないでください。
　一方、大船山では当分の間（数百年程度）は噴火しないと思われますが、
活火山である以上注意をしておく必要があるでしょう。この火山防災マップ
には、それぞれの火山で噴火した場合の災害予想区域が示されていますので
よく見ておいてください。

　噴気が増えたり、温泉の温度が急に上がったり、地震が増えたりする
ことが考えられます。このような普段と違う何かおかしいことを見つけ
たら、気象台や地元の町役場にすぐに連絡してください。

火山の先生に聞いてみよう！

火山の先生

普段から心構えをしっかり持っておくことが必要です。
次のようなことを日頃から行いましょう。

噴火に備えるには、どうしたらいいの？

くじゅう山系火山防災マップくじゅう山系火山防災マップ
～もしもの噴火に備えて～

1995年硫黄山の噴火1995年硫黄山の噴火1995年硫黄山の噴火

火山の異常を見つけたときの通報先

大分地方気象台　　　０９７-５３２-２２４７
福岡管区気象台　火山監視・情報センター　　　０９２－７２５－３６０６
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火山はおそろしい噴火や災害ばかりをもたらすのではなく、火山ならではの様々なめぐみも与えて

くれます。高山植物の咲きそろう美しい景色や、疲れた体を癒してくれる温泉、自然の湧き水など

は、まさに火山がもたらしてくれるめぐみです。

ここでは、くじゅう連山周辺で見つけられるめぐみを紹介します。

火山のめぐみ

1 長者原ビジターセンター

めぐみを知る
久住高原の自然が展示解説されて
います。ハイビジョン映像で四季
の様子を紹介するほか、地形模型
などでくじゅう連山の自然を知る
ことができます。

2 八丁原地熱発電所

地熱エネルギー
地熱エネルギーは、地球の内部
で生成される膨大な熱のエネル
ギーです。温泉の熱源だけでは
なく、地熱発電にも活用されて
います。

3 男池湧水

豊かな湧水
庄内町にある男池は、黒岳の
原生林の中にある湧水です。
環境省の日本の名水百選に選
ばれた貴重な水源です。

4 たくさんの温泉

たくさんの温泉
くじゅう連山周辺には、法華
院温泉のほか、数々の温泉が
あり、たくさんの人の体や心
の疲れを癒してくれます。

5 ミヤマキリシマ

美しい景色
くじゅう連山では、5月下旬
～6月中旬ころにミヤマキリ
シマが一斉に開花した美しい
景色を見ることが
できます。

いや

危険な居住地域から

の避難等が必要（状

況に応じて対象地域

や方法等を判断）。

警戒が必要な居住地

域での避難の準備、災

害時要援護者の避難

等が必要（状況に応じ

て対象地域を判断）。

通常の生活（今後の

火山活動の推移に注

意。入山規制）。状

況に応じて災害時要

援護者の避難準備等。

登山禁止・入山規

制等、危険な地域

への立 入 規 制 等

（状況に応じて規制

範囲を判断）。

通常の生活。

火口周辺への立入

規制等（状況に応

じて火口周辺の規

制範囲を判断）。

特になし（状況に

応じて火口内への

立入規制等）。

レベルとキーワード
火山活動の状況 住民等の行動 登山者・入山者への対応

説明

居住地域の近くまで重大な

影響を及ぼす（この範囲に

入った場合には生命に危険

が及ぶ）噴火が発生、ある

いは発生すると予想される。

火口周辺に影響を及ぼす

（この範囲に入った場合

には生命に危険が及ぶ）

噴火が発生、あるいは発

生すると予想される。

火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、

火口内で火山灰の噴出等が

見られる（この範囲に入った

場合には生命に危険が及ぶ）。

居住地域

及び

それより

火口側

噴火警報
（居住地域）

火口から

居住地域

近くまで

火口周辺

火口内等

噴火警報

（火口周辺）

警報・予報 対象範囲

避難準備

入山規制

火口周辺

規制

避難

噴火予報

  略称

火口周辺警報

  略称

噴火警報

平常

居住地域に重大な被害を

及ぼす（この範囲に入った

場合には生命に危険が及

ぶ）噴火が発生、あるいは

切迫している状態にある。

居住地域に重大な被害を及

ぼす（この範囲に入った場合

には生命に危険が及ぶ）噴火

が発生すると予想される（可

能性が高まってきている）。

火口から放出される岩石です。大きな噴石は火口から
２～４ｋｍ程度以内 の範囲に飛んできます。ただし、
風下側では数ｃｍ程度の小さな噴石が火口から１０ｋ
ｍ以上飛んできて被害をうけることもあります。 


